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ここは何処？
（答えは裏表紙に）

かつては、子ども達中心に門松や正月飾りを用いて仮小屋（オカリヤ）を作ったりした。
この一連の神事を一般にドントヤキ、ダンゴヤキと言うが、大磯では左義長、サイトバライ
と呼び、国指定の重要無形民俗文化財となっている。

●	 決まったこと

	 ２施設　指定管理者に………………… 2

	 75歳以上の医療制度　変わる………… 3

	 下水道使用料値上げ…………………… 4

●	 あなたの要望はこうなりました……… 6

12月定例会

「
大
磯
」
は
吉
田
茂
書
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平
成
20
年
４
月
よ
り
町
施
設

管
理
を
直
営
か
ら
指
定
管
理
者

に
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
指
定
の
期
間
は
、
平
成
23
年

３
月
ま
で
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石

　
大
磯
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
れ
石
の
指
定
管
理
者
を
社
会

福
祉
法
人
大
磯
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
指
定
す
る
も
の
。

　
付
託
さ
れ
た
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
で
は
賛
否
同
数
に
よ
り

委
員
長
採
決
で
可
決
し
、
本
会

議
で
も
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。

問　

応
募
が
１
件
だ
が
、
募
集

方
法
に
不
備
は
な
い
か
。

答　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
た
。
県
の
財
界
団
体

や
大
磯
・
二
宮
の
事
業
所
10

社
に
も
周
知
し
た
。

問　

指
定
管
理
者
を
定
め
運
用

す
る
第
１
の
目
的
は
経
費
の

削
減
だ
。
年
額
10
万
円
の
削

減
で
は
理
解
が
難
し
い
が
。

答　

新
年
度
予
算
を
精
査
し
、

　

経
費
削
減
と
判
断
し
た
。サ
ー

　

ビ
ス
向
上
の
具
体
策
な
ど
、

今
後
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

・
も
う
少
し
時
間
を
か
け
る
必

要
を
感
じ
た
。
町
民
へ
の
説

明
責
任
が
果
た
せ
な
い
。

・
経
費
削
減
が
年
額
10
万
円
と

は
、
納
得
で
き
な
い
。

・
制
度
導
入
は
賛
成
で
あ
る
が
、

決
定
は
拙
速
で
あ
る
。

・
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
で

あ
る
経
費
削
減
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

・
３
年
間
は
任
せ
て
み
た
い
。

住
民
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。

大
磯
運
動
公
園

　
大
磯
運
動
公
園
の
指
定
管
理

者
を
応
募
団
体
４
団
体
の
う
ち
、

財
団
法
人
神
奈
川
県
公
園
協

会
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
グ
ル
ー
プ
に
指
定
す
る
も
の
。

　
付
託
さ
れ
た
総
務
建
設
常
任

委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

し
、
本
会
議
で
も
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

問　

多
目
的
広
場
を
芝
生
化
す

る
際
、
町
の
負
担
・
経
費
は

あ
る
か
。

答　

指
定
管
理
者
が
業
務
を
行

う
。
今
後
は
町
と
協
議
す
る
。

問　

人
件
費
を
含
め
る
と 

１
千

　

万
円
の
経
費
削
減
と
な
る
か
。

答　

400
万
円
位
と
な
る
。

問　

今
後
、
町
の
負
担
増
に
つ

い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

答　

運
動
公
園
は
あ
ま
り
人
気

が
な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
利

用
促
進
を
図
り
た
い
。

問　

利
用
料
金
が
上
が
れ
ば
、

町
の
指
定
管
理
料
は
下
が
る
か
。

答　

下
が
る
と
想
定
す
る
。

問　

自
主
事
業
と
住
民
利
用
と

の
兼
ね
合
い
は
。

答　

一
般
利
用
優
先
の
考
え
で

あ
る
。

・
応
募
し
て
選
外
と
な
っ
た
湘

南
造
園
の
社
長
と
ベ
ル
マ
ー

レ
の
社
長
は
同
一
人
物
で
あ

り
、
ベ
ル
マ
ー
レ
の
選
定
は

不
透
明
で
あ
る
。

・
多
目
的
広
場
の
芝
生
化
は
難

し
い
が
魅
力
が
あ
る
。
民
間

の
力
を
借
り
て
公
共
の
施
設

を
有
効
に
。

・
経
費
節
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
か
な
っ
た
内
容
だ
。

・
町
民
に
と
っ
て
良
く
な
っ
た

と
実
感
で
き
る
運
動
公
園
に
。

主
な
質
疑

12月定例会が４日から14日まで開かれた。

補正予算５件を含め、計11議案を審議した。

陳情のうち３件を審査し、最終日には議員提案で１件の決議案が提出された。

なお、９月定例会より継続審査となっていた陳情は採択と報告があった。

12月定例会

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

福祉センター　さざれ石

大磯運動公園

2施設 指定管理者に!!

主
な
質
疑
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平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
準
備
が
進
ん
だ
。

　
特
別
会
計
の
設
置
と
町
の
事

務
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
の
議
案
が
提
出
さ
れ

た
。

　
75
歳
以
上
の
方
及
び
一
定
の

障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
今
ま
で
加
入
し

て
い
た
医
療
制
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
付
託
さ
れ
た
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
本
会
議
で
も
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
は
個
人
単
位
で
あ

り
世
帯
ご
と
で
は
な
い
の
が

従
来
の
制
度
と
大
き
く
違
う

と
こ
ろ
だ
が
、
周
知
で
き
る

か
。

答　

広
報
で
周
知
し
た
い
。

問　

今
ま
で
の
医
療
制
度
と
の

違
い
は
。

答　

国
保
、
組
合
健
保
、
共
済

な
ど
の
対
象
と
な
る
加
入
者

全
員
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
方
も
納
め
る
こ

と
に
な
る
。

問　

保
険
料
の
納
付
方
法
と
対

象
者
数
は
。

答　

年
金
年
額
18
万
円
以
上
で

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
の
方
は
３
千
430
人
。

年
金
年
額
18
万
円
未
満
で
納

付
書
で
納
め
る
普
通
徴
収
の

方
は
420
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

神
奈
川
県
の
保
険
料
は
全

国
一
高
い
が
、
な
ぜ
か
。

答　

所
得
水
準
が
高
い
た
め
。

ま
た
、
国
の
交
付
金
が
あ
ま

り
望
め
な
い
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。
保
険
料
の
一

人
当
た
り
の
平
均
年
額
は

９
万
２
千
750
円
と
高
い
が
、

平
均
的
な
厚
生
年
金
受
給
者

（
年
収
201
万
円
）
の
保
険
料

は
６
万
７
千
600
円
の
予
定
だ
。

問　

保
険
料
の
軽
減
策
は
。

答　

所
得
の
少
な
い
方
は
、
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

の
均
等
割
の
７
割
・
５
割
・

　
一
般
会
計
と
４
特
別
会
計
の

補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
は
、
629
万
１
千
円

を
追
加
。
歳
入
は
国
県
支
出
金
、

寄
附
金
の
増
。
歳
出
は
児
童
手

当
、
小
児
医
療
費
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
の
増
が
主
な
も
の
。

　
採
決
の
結
果
、
５
議
案
と
も

可
決
し
た
。

児
童
手
当

464
万
円
増

問　

増
額
の
要
因
は
。

答　

対
象
人
数
が
見
込
み
よ
り

48
名
増
え
た
。
所
得
制
限
範

囲
内
の
人
と
転
入
者
の
増
。

駅
前
ト
イ
レ
整
備

　

146
万
円
増

問　

当
初
予
算
１
千
666
万
８
千

円
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答　

新
た
に
水
道
管
を
敷
く
こ

と
に
な
っ
た
た
め
。
管
工
事

と
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
。

問　

な
ぜ
設
計
し
工
事
の
段
階

に
な
っ
て
わ
か
っ
た
の
か
。

答　

今
ま
で
Ｊ
Ｒ
の
水
道
管
を

借
り
て
い
た
が
町
ト
イ
レ
の

利
便
性
を
考
え
た
。
申
し
訳

な
い
。
今
後
気
を
つ
け
た
い
。

教
育
振
興
費

６
万
５
千
円
増

問　

部
活
動
補
助
金
増
と
は
。

答　

12
月
24
日
か
ら
27
日
に
大

阪
府
で
行
わ
れ
る
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
へ
磯
中
男
子
１
名
が
、

出
場
す
る
た
め
の
交
通
費
、

宿
泊
費
な
ど
。

問　

予
算
へ
載
せ
る
べ
き
で
は
。

答　

次
年
度
で
は
善
処
す
る
。

修
繕
料

　

国
小
70
万
５
千
円
、

　

国
中
11
万
６
千
円

　

本
庁
舎
125
万
円
増

問　

修
繕
料
増
の
内
容
は
。

答　

国
小
の
浄
化
槽
ブ
ロ
ワ
ー

と
放
流
各
ポ
ン
プ
の
修
繕
。

国
中
給
湯
室
の
換
気
扇
の
修

繕
。
本
庁
舎
地
下
の
雑
排
水

用
ポ
ン
プ
と
１
階
窓
ガ
ラ
ス

の
取
替
え
な
ど
。

問　

校
内
修
繕
は
耐
用
年
数
が

わ
か
っ
て
い
た
の
で
は
。

答　

当
初
予
算
で
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
来
年
度
は
一
円

費
（
緊
急
対
応
費
）
で
す
る
。

補

正

予

算

75
歳
以
上
の
医
療
制
度
　
変
わ
る

２
割
の
軽
減
が
あ
る
。

問　

保
険
料
は
分
納
が
可
能
か
。

答　

普
通
徴
収
と
な
る
保
険
料

の
納
期
は
９
期
に
分
け
ら
れ

る
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
切
り

離
し
、医
療
を
受
け
る
権
利
を

抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
。連
帯
納

付
義
務
者
と
い
う
制
度
も
新
設

さ
れ
厳
し
い
徴
収
制
度
が
導
入

さ
れ
る
の
で
中
止
を
求
め
た
い
。

　

神
奈
川
県
の
保
険
料
は
全
国

一
高
い
が
、
一
方
で
75
歳
以
上

の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

こ
こ
数
年
30
位
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
不
公
平
感
が
強
い
。

　

医
療
制
度
を
続
け
て
い
く
た

め
に
今
回
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
必
要
だ
。激
変
緩
和
策

な
ど
も
町
民
に
十
分
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

主
な
質
疑

主
な
質
疑



第143号　2008/１

4

若
手
職
員
の
給
与
と
　
　
　
　
　
　

全
職
員
の
勤
勉
手
当
な
ど
引
き
上
げ

下
水
道
使
用
料
8.9
％
の
値
上
げ

　

大
磯
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も

の
。

　

平
成
19
年
の
人
事
院
の
給
与

改
定
勧
告
に
基
づ
き

①　

若
年
層
に
限
定
し
た
職
員

給
与
の
引
き
上
げ
（
中
高

年
層
は
据
置
き
）
。

　

下
水
道
事
業
は
、
本
来
独
立

採
算
の
原
則
の
下
、
下
水
道
使

用
料
で
賄
う
と
し
て
い
る
が
、

財
源
不
足
は
一
般
会
計
か
ら
補

て
ん
し
て
い
る
。
平
成
16
年
12

月
の
下
水
道
運
営
審
議
会
で
３

年
毎
に
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る

と
の
答
申
が
で
て
い
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

問　

全
体
の
影
響
額
は
。
平
均

世
帯
の
値
上
げ
額
は
い
く
ら

か
。

答　

990
万
円
。
平
均
世
帯
で
は

２
ヵ
月
で
40
㎥
使
用
し
て
、

②　

扶
養
手
当
５
千
円
を
５
千

　
　

500
円
と
す
る
。
少
子
化
対

策
の
推
進
に
配
慮
し
、
第

３
子
以
降
に
係
わ
る
手
当
。

③　

勤
勉
手
当
年
間
支
給
月
数

を
0.05
月
分
引
き
上
げ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

321
円
増
。

問　

減
免
規
定
の
見
直
し
は
。

答　

近
隣
の
状
況
を
見
て
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

問　

水
洗
化
率
は
ど
う
か
。

答　

供
用
開
始
区
域
で
は
71.9
％
。

問　

一
般
会
計
か
ら
下
水
道
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
額
は
。

答　

約
４
億
６
千
万
円
。

主
な
質
疑

賛否結果

議案
番号

議員名（議席順）　

　　　議　案

渡
辺
　
順
子

山
口
　
陽
一

三
澤
　
龍
夫

高
橋
　
英
俊

坂
田
よ
う
子

竹
内
恵
美
子

奥
津
　
勝
子

浅
輪
い
つ
子

清
水
　
弘
子

柴
崎
　
　
茂

山
田
　
喜
一

鈴
木
　
京
子

土
橋
　
秀
雄

結
　
　
　
果

60 大磯町後期高齢者医療特別会計条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 可
決

61 大磯町後期高齢者医療に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 可
決

62 大磯町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

63 大磯町公共下水道使用料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ○ 可
決

64
指定管理者の指定について
（大磯町立福祉センター「さざれ石」）

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● 可
決

65
指定管理者の指定について
（大磯運動公園）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

66

平

成

19

年

度

一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

67 国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

68 老人保健特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

69 介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

70 下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 可
決

決議案
第２号 西湘（こゆるぎの浜）の砂浜再生を求める決議 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○は賛成　●は反対
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一般質問は試みとして、全ての通告質問項目を載せることにしました。
従来どおりの要約文は、本庁舎・支所のロビーに用意してあります。
ホームページでもご覧いただけます。ご希望の方は一報を。

清
　
水
　
弘
　
子
　
議
員

１
　
大
磯
町
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
現
状
は

２
　
鴫
立
庵
西
側
の
葬
儀
場
の
対
応
は

３
　
平
成
20
年
度
の
重
点
政
策
は

渡
　
辺
　
順
　
子
　
議
員

１
　
大
磯
駅
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事
に
つ
い
て

２
　
平
塚
・
大
磯
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
（
案
）
に
つ
い
て

山
　
口
　
陽
　
一
　
議
員

１
　
大
磯
町
民
の
た
め
の
医
療
行
政
に
つ
い
て
問
う

２
　
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

３
　
町
民
の
目
線
で
の
公
正
な
予
算
配
分
と
な
っ
て

い
る
か

山
　
田
　
喜
　
一
　
議
員

１
　
第
２
次
地
方
分
権
改
革
が
進
む
中
で
、
町
重
要

課
題
を
い
か
に
推
進
す
る
べ
き
か

２
　
「
元
気
な
大
磯
」
を
推
進
す
る
町
組
織
体
制
を

い
か
に
整
備
す
る
の
か

土
　
橋
　
秀
　
雄
　
議
員

１
　
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー「
さ
ざ
ん
か
荘
」の
現
状
は

２
　
機
構
改
革
の
進
展
状
況
は
ど
の
様
に
進
ん
で
い

る
の
か

奥
　
津
　
勝
　
子
　
議
員

１
　
事
業
の
仕
分
け
の
進
捗
状
況
を
問
う

２
　
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
問
う

竹
　
内
　
恵
美
子
　
議
員

１
　
町
長
は
公
約
で
「
元
気
な
大
磯
・
教
育
の
大
磯
」

　
　
と
教
育
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

具
体
策
は
あ
る
の
か

鈴
　
木
　
京
　
子
　
議
員

１
　
町
立
幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

２
　
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

３
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

柴
　
崎
　
　
　
茂
　
議
員

１
　
大
磯
港
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
補
助

金
支
出
は
妥
当
か

２
　
吉
川
副
町
長
に
関
係
す
る
こ
と
で
、
二
宮
町
９

月
議
会
に
大
磯
町
民
よ
り
陳
情
が
提
出
さ
れ
た

が
、
任
命
権
者
と
し
て
問
題
に
し
な
い
の
か

３
　
ご
み
処
理
計
画
は
、
議
会
へ
の
提
出
文
書
の
と

お
り
進
め
る
の
か

４
　
小
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
問
題
は
な
い
か

５
　
道
路
水
路
管
理
に
問
題
認
識
は
あ
る
か
、
あ
れ

ば
列
挙
し
、
あ
わ
せ
て
解
決
の
仕
方
を
示
せ

坂
　
田
　
よ
う
子
　
議
員

１
　
大
磯
港
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

問
う

２
　
旧
吉
田
茂
邸
建
物
利
活
用
に
係
る
提
案
書
に
つ

い
て

３
　
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
「
大
磯
を
元
気
に
！
」

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か

４
　
横
溝
千
鶴
子
氏
の
教
育
基
金
に
対
す
る
大
磯
町

と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

浅
　
輪
　
い
つ
子
　
議
員

１
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

２
　
部
長
制
廃
止
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

３
　
地
域
交
通
対
策
計
画
は

４
　
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て
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新
し
い
年
を
迎
え
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
９
号
で
西
湘
バ

イ
パ
ス
の一部
が
崩
落
し
、夏
場
は

30
度
を
超
え
る
日
々
が
続
く
な

ど
、地
球
温
暖
化
の
影
響
が
私

た
ち
の
生
活
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

今
議
会
か
ら
、一
般
質
問
に

対
す
る
陳
情
が
採
択
さ
れ
て
、一

問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。質
問
す
る
私
た
ち
議
員
側

に
と
って
、時
間
配
分
、町
側
か
ら

の
答
弁
を
い
か
に
引
き
出
す
か

な
ど
多
く
の
課
題
が
残
り
ま
し

た
。町
民
の
皆
様
に
は
、わ
か
り

や
す
い
も
の
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
す
る
た
め
、

委
員
一
同
、
一
層
の
研
さ
ん
に

励
み
ま
す
。

委
員
長　
　

柴　

崎　
　
　

茂

副
委
員
長　
　

浅　

輪　

い
つ
子

委　
　

員　
　

高　

橋　

英　

俊

　
　
　
　
　
　

竹　

内　

恵
美
子

　
　
　
　
　
　

清　

水　

弘　

子

　
　
　
　
　
　

土　

橋　

秀　

雄

議　
　

長　
　

百　

瀬　

恵
美
子

副
議
長　
　

渡　

辺　

順　

子

道
祖
神
社（
北
下
町
）

◆
定
例
議
会
に
お
け
る
一
般
質

問
と
町
答
弁
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
者
は
、
鈴
木
修
氏
（
国

府
新
宿
）
。

　

内
容
は
、
一
般
質
問
を
一
問

一
答
方
式
に
改
善
し
、
住
民
に

わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
議
会

運
営
を
す
る
こ
と
と
い
う
も
の
。

◆
県
の
医
療
費
助
成
制
度
見
直

し
に
関
す
る
陳
情

◆
貴
町
に
お
け
る
医
療
費
助
成

制
度
維
持
に
関
す
る
陳
情

　

こ
の
陳
情
２
件
の
陳
情
者
は
、

平
尾
紘
一
氏
（
神
奈
川
県
保
険

医
協
会
理
事
長
）
。

　

内
容
は
、
県
の
小
児
・
ひ
と

り
親
・
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
一
部
負
担
金
導
入
と

重
度
障
害
者
医
療
の
所
得
制
限

の
導
入
及
び
65
歳
以
上
の
新
規

の
方
を
助
成
対
象
外
と
す
る
方

針
を
撤
回
す
る
よ
う
県
に
意
見

書
を
提
出
す
る
、
ま
た
、
そ
の

方
針
に
対
し
、
町
は
無
料
を
堅

持
し
、
所
得
制
限
の
導
入
、
助

成
外
し
を
行
わ
な
い
よ
う
に
と

い
う
も
の
。

　

本
会
議
最
終
日
、
土
橋
議

員
よ
り
「
西
湘
海
岸
（
こ
ゆ

る
ぎ
の
浜
）
の
砂
浜
再
生
を

求
め
る
決
議
」
案
が
提
出
さ

れ
た
。

　

提
案
理
由
と
し
て
、
昨
年

の
台
風
９
号
に
よ
る
被
害
が
、

西
湘
バ
イ
パ
ス
の
み
な
ら
ず
、

海
岸
の
砂
浜
流
失
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
地
引
網
が
で
き

な
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

「
は
ま
ひ
る
が
お
」
の
生
息

地
と
し
て
も
、
砂
浜
を
早
急

か
つ
計
画
的
に
再
生
す
る
こ

と
を
、
強
く
要
望
す
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

問　

12
月
７
日
に
提
出
さ
れ

た
住
民
か
ら
の
同
様
の
内

容
の
陳
情
は
、
議
会
運
営

委
員
会
に
お
い
て
、
３
月

議
会
で
審
議
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
の
決

定
に
反
し
同
様
の
内
容
で

あ
る
決
議
を
出
す
の
か
。

答　

議
会
運
営
委
員
会
の
判

◆
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
を
お
こ
な
う
よ
う
、
国
に

対
し
て
の
意
見
書
決
議
を
求

め
る
陳
情
書

　

陳
情
者
は
、
土
谷
正
明
氏

（
神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連

合
会
執
行
委
員
長
）
。

　

内
容
は
、
看
護
職
員
を
大
幅

に
増
員
す
る
た
め
、
「
看
護
師

等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
を
改
正
す
る
こ
と
。

ま
た
、
「
看
護
婦
の
確
保
を
促

進
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る

基
本
的
な
指
針
」
を
全
面
的
に

改
正
し
、
「
看
護
職
員
需
給
見

通
し
」
と
統
合
し
て
、
「
看
護

職
員
確
保
計
画
」
に
改
め
る
よ

う
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
と
い
う
も
の
。

◆
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す

る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
の
意
見

書
決
議
を
求
め
る
陳
情
書

◆
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
書

断
が
ど
う
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
住
民
の
陳
情
と

は
別
に
私
の
判
断
と
し
て
、

純
粋
に
砂
浜
を
早
く
再
生

す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で

提
案
し
た
。

　

本
来
、
議
会
の
決
議
と
は
、

行
政
の
事
務
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
、
ま
た
、
大
き
く

人
権
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
時

な
ど
に
出
す
。

　

し
か
し
、
今
回
は
、
砂
浜

の
再
生
と
い
う
行
政
本
来
の

業
務
に
近
く
、
国
も
県
も
十

分
に
承
知
し
て
い
る
。
現
在
、

普
通
に
事
務
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
見
守
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
議
会
は
、
あ
ま

り
振
り
回
さ
れ
な
い
ほ
う
が

よ
い
。

　

当
日
、
４
階
議
会
事
務
局
で

受
け
付
け
後
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

予算特別委員会
3月	 3	日　全会計説明

	 5	日　総務関係

	 6	日　建設関係

	 7	日　福祉関係

	 10	日　文教関係

３月定例会
2月	 21	日　本会議（議案上程等）

	 27	日　本会議（総括質疑等）

	 28	日　本会議（一般質問）

	 29	日　本会議（一般質問）

3月	 17	日　本会議（委員長報告等）

※　SCNにて放映されます。

採
択
と
な
っ
た
陳
情

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

机
上
配
布
と
な
っ
た
陳
情

主
な
質
疑

反
対
討
論

議
員
提
案
に
よ
る
決
議

西
湘
海
岸
（
こ
ゆ
る
ぎ
の

浜
）の
砂
浜
再
生
を
求
め
る

決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決

明
日
の
大
磯
が

見
え
て
く
る

皆
さ
ん
で

議
会
傍
聴
を

国府新宿の海岸


